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考えられた。さらに、同意が得られた6 名のCRPC 患者に対し、Ra-223治療開始時のRa-223 
SPECTとRa-223治療前後のTc-99m HMDP SPECTを定量的に比較したところ、評価可能骨転
移（18病変）におけるRa-223集積の半定量値と、治療前後のTc-99m HMDP集積減少率に一
定の相関があることがわかった。すなわち、骨転移巣へのRa-223集積量が高いほどTc-99m 
HMDP集積が治療により低下しており、Ra-223集積量が治療効果を予測する因子となる可能
性が示唆された。 
なお、本臨床研究は、慶應義塾大学医学部倫理委員会（承認番号：20160203、20160397）
および首都大学東京倫理委員会（18002）を得て実施した。 
